
令和６年７月２６日 

国土交通省関東地方整備局 

国営昭和記念公園事務所 

国営東京臨海広域防災公園「そなエリア東京」リニューアルオープン 

～１F 防災体験ゾーンを「新７２h 体験」に刷新～ 

国営東京臨海広域防災公園内「そなエリア東京」の防災体験ゾーンを、発災直後に命を守

り、安全な場所へ避難するというストーリー性を強化した「新 72h 体験」に刷新し、７月 30

日(火)にリニューアルオープンします。 

 国営東京臨海広域防災公園内「そなエリア東京」は、年間 25.2 万人の皆様、2,000 以上の

団体にご利用頂いています（令和 5 年度実績） 

このたび、首都直下型地震に対するそなえを学ぶ防災体験学習施設「そなエリア東京」に

おいて、1Ｆ防災体験ゾーンをリニューアルし、発災直後に命を守り、安全な場所へ避難す

るというストーリー性を強化した「新７２ｈ体験」へと刷新しました。 

また、いざというときに自分や大切な人を守るために、誰もが知って欲しい「そなえ」と、 

一人ひとりに必要な「そなえ」を電子データで持ち帰ることができる新規アプリを開発しま

した。 

多くの皆さまのご来場をお待ちしています。 

リニューアルオープン日：令和６年７月３０日(火)

開館時間 ：９：３０～１７：００ 

※休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館） 

※年末年始および臨時休館日があります。

内容、取材方法については、次頁をご覧ください。 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 都庁記者クラブ 

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 国営昭和記念公園事務所 

電話：０４２－５２４－１５１６（代表） FAX：０４２－５２４－１５３５ 

副所長  松澤 （内線：２０５） 

電話：０３－３５２９－２１７１（国営東京臨海広域防災公園） FAX：０３－３５２９－２１７３ 

地域防災調整官  樋口 （内線：３８１） 



国営東京臨海広域防災公園「そなエリア東京」リニューアル概要

国営東京臨海広域防災公園「そなエリア東京」では、防災に関する最新の情報・知見の反映や、学習効果のさら
なる向上を図るため、防災体験学習施設のリニューアルを実施。

昨年の２F防災学習ゾーンのリニューアルに続き、2024年7月30日に１F防災体験ゾーンをリニューアルオープン。

【主なリニューアル内容】

公助が届かない災害発生直後の「再現避難場所」を新設
切迫した雰囲気の中、スクリーン上で出題されるクイズ
を通じて、自助・共助のあり方や重要性の学習を可能に

「避難生活ゾーン」に「在宅避難」を新設
「避難所」と「在宅避難」の双方で、災害発生後の3日間を
乗り越えるための情報発信を強化

発災直後に命を守り、安全な場所へ避難するというストーリー性を強化。

自分の身にも起こり得る大地震の恐ろしさを伝え、そなえを動機づける。

災害時のそなえを自身が学
ぶだけでなく、電子データ
で大切な方にプレゼントで
きるようにアプリを開発
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【リニューアル方針】
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「地震の恐ろしさを学ぶコーナー」を新設
新７２ｈツアーの体験内容の振り返りや、
そなえへの動機づけを図るパネルを新設



（参考）そなエリア東京 防災体験学習施設
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（参考）そなエリア東京 防災体験学習施設
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誰にでも知っておいてもらいたい基本のそなえと、１人ひと
りそれぞれが準備してもらいたい備えを学ぶエリアとして、
2023年６月にリニューアル。



（参考）そなエリア東京 施設案内

４

[最寄駅]
りんかい線 国際展示場駅より徒歩4分
ゆりかもめ 有明駅より徒歩2分

[公園のご利用に関するお問合せ]
管理センター
〒135-0063 東京都江東区有明3丁目8番35号
TEL 03-3529-2180  FAX 03-3529-2188

【ホームページ】
http://www.tokyorinkai-koen.jp/

【取材の申込み】
ホームページを見ていただくか管理センター

までお問い合わせください。
TEL ０３－３５２９－２１８０

【そなエリア東京】
地震発災時には、東京湾臨海部基幹的広域防災拠点として災害対応を行う施設となります。
平常時には、国営東京臨海広域防災公園として防災訓練、体験学習、地域の方の憩いの場
として利用されております。
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